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和邇公園の清掃を実施しました！ 

 ７月２４日(日)午前８時から、和邇公園の中を流れる小川を中心に清掃活動を実施いたしました。 

沈殿している泥をデッキブラシでこすり取り、頑張った分きれいになっていく小川を見るととても気持

ちよく、いい汗をかくことができました。 

この小川の水は和邇川からひかれ、公園内を流れ 

た後和邇川に戻ります。この小川が和邇川に戻る手前 

に、水を眺める事ができるような休憩所と小さな池が 

作られていて、癒し空間となるべきところのようです 

が、実際はヘドロがたまって、泡を吹く汚い水溜りと 

なってしまっています。そこに長ぐつのまま入って行 

き、デッキブラシで一生懸命よどんだ水を流そうと 

頑張っていたＴ氏。今日一日ではどうしようもなく、 

他の人に促されてしぶしぶ作業を終えました。 

この池がきれいになって、鯉でも泳ぐようになれば、ほんとに癒しの空間になるでしょう。隣でゲー

トボールをしていた方が気がついて、お礼を言ってくれたのが 

うれしかったです。 

 

後日談（１） 

 清掃活動の１週間後、小川の様子を見に行ったら、清掃の前と 

同じように泥がたまっていました。(写真) 

あんなに頑張ったのにがっくりです。どうすればいいのでしょ 

うか？考える必要があるようです。 

 

後日談（2） 

 賛助会員の方から、「和邇川のがれき類を調べてみたら」 

とのご意見をいただき、行ってきました。すると、上流 

から流れてきたと思われる、たくさんのがれき類が見つ 

かりました。（写真） 

同様のがれき類は、喜撰川でもたくさん見られます。 

がれき類や陶磁器、コンクリートの破片は、産業廃棄 

物です。安定型処分場に埋めなければならないモノです 

が、上流に埋められていたことが予想されます。 

  



きれいな川・ホタル復活 

運営委員会開催 

 

問題が山積し、ホタルどころでないと

言う声も聞かれますが、皆さんのご意見

を広くお聞きして、活動を進めたいと考

えています。下記により運営委員会を開

催いたします。会員ならどなたでも参加

できます。 

 

・日時：9月 18日（日）14：00～16:30 

・場所：和邇文化センター会議室 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

豊島
て し ま

の汚染土壌がやってくる！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会費納入のお願い 

平成 23 年度の会費徴収にご協力お願

いします。理事に納入していただくか

下記にお振込ください。 

振込先：滋賀銀行志賀町支店 

口座番号：３４２６３５（普通） 

しがの里山や川を美しくする会 

代表：山田 利春 

和邇川が本当に危ない！（H.S） 

2011/0７/24  和邇公園清掃活動 

  和邇川橋の堰堤を銀色に、鮎が遡るのを見ていたのはそれほど昔の話ではない。同じころ、家の周りを

飛んでいた蛍を見失ったのも 6年前のことだ。ホタルはおろか、魚は棲まず鳥も飛んでいるのはカラスのみ

和邇川は遂に「下水道」に変貌してしまった。上流より定期的に流される産廃処理水、比良山麓に広がる厖

大な不法投棄残土から、雨のたびに濁流と化す大量の汚染水。大切なこの水を頼りとされる和邇地区の水

田耕作者は一体、どのような思いで米つくりに励まれるのか、怒りの声も無く。 試みに大津市の水質検査

で和邇川は、県下諸河川に比較して遜色なしとある？ 更に水質調査マニアルで追及すれば、採取河川の

天候安定時を見計らって測定するとの事。つまり、汚染水が流れ去り、水質安定を待ち測定をするとの事。

この和邇川水質崩壊の危機感に駆られ、有志達が昨年秋、「しがの里山や川を美しくする会」を立ち上げ

た次第です。未だ仲間も少なく、行動を起こすのに時間がかかりましたが、和邇川浄化の手始めに、親水

公園の遊水池、遊水路を清掃。砂袋・木炭・活性炭での汚染浄化も試みたい。 

せめて、子供たちが安心して水遊びができるようにしたく思います。どうか父兄の方々、和邇学区の皆さ

ん、応援して下さると助かります。 

和邇川⇒鮎とホタルの復活を夢見て。 

 

 

７月、パソコンのインターネットには、びっくりする

ような記事が掲載されていました。瀬戸内海に浮かぶ「ご

みの島」で全国的に有名になった香川県の豊島の汚染土

壌を県外で水洗浄処理をするという記事です。その処理

をする業者を決める入札があり、予定価格の半値で落札

したのが㈱山﨑砂利だということです。 

山﨑砂利といえば、北浜の処理場で硫化水素を流出し、

大きなニュースになったところです。 

山﨑砂利は‘途中’に広大な処理施設を持っており、

和邇川の上流に当たるため、以前にも装置の故障で濁流

が和邇川に流れたり、無許可開発が見つかったり、して

います。 

この上、豊島から有害物質を含んだ汚染土壌をこんな

遠くまで運んで、洗浄処理するなんて許されるのでしょ

うか？ 

先日の和邇学区環境委員会で大津市環境政策課の課長

さんに尋ねたところ、「大津市としては認めます。」とあ

っさり肯定されました。この件に関して、里山だより 

〈号外〉でお伝えすることを考えています。                  

以上 


